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Seismicity and focal mechanism of earthquakes in the northern Hida region, central Japan,
are closely investigated, and seismo-tectonic features of this region are discussed, mainly on
the basis of five years' data obtained at seismic network stations of the Kamitakara Geophysical
Observatory in cooperation with some other observatories.

More than 5,800 earthquakes with magnitudes greater than 0.5 have been located. It
was found that high seismicity is concentrated along the Atotsugawa fault and around the
Ushikubi and Mozumi faults, all of which are typical, Quaternary active faults in this region,
and just beneath the Hida mountain range, which is highest in the Japan Islands. Also
noticeable is relatively high seismicity around conjugate sets of minor faults northeast of
the Atera fault, and in the southwest part of the Toyama plain.

Most of larger earthquakes along and around the Atotsugawa fault indicate strike-slip type
mechanisms consistent with right-lateral slip motion that had been continued since Quaternary
ages. Earthquakes at shallow depths beneath the northern part of the Hida mountains also
show strike-slip mechanisms with a nodal plane nearly parallel to the axis of the mountain
range, and sometimes with a small component of normal faulting. In the southern part of the
mountains southeast of Mt. Ontake, however, two different types of earthquakes, one with 
strike-slip, another with reverse faulting, are concentrated in a limited area, suggesting 
complex structures there. All earthquakes northeast of the Atera fault indicate strike-slip 
mechanisms. 

The maximum pressure axes (P-axes) derived from these focal mechanism solutions are 
found to be oriented nearly in the ESE-WNW direction (N60-80W) over the northern Hida 
region, but with small, counter-clockwise local deviations in some areas. The direction is 

parallel to those inferred from the conjugate sets of Quaternary faults in this region and
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derived from geodetic triangulation surveys, and is also consistent with the direction of relative 
motion between the Pacific and Eurasian plates rather than between the Eurasian and North 
American plates. This suggests that the northern Hida region including the Hida mountains 
appears strongly subjected to the tectonic compressive stress due to the plate movements. 

§1. ま え が き

飛騨地方北部特に跡津川断層付近の地震活動 と主な地震の発震機構については, われわれは

先に, 1977年5月 から1978年12月 までの京都大学防災研究所上宝地殻変動観測所の観測

結果をもとに議論を行ない, この結果, この周辺に関してはある程度詳しい状況が明らかにな

つて来た[和 田 ・三雲 ・小泉(1979)]. この地域ではその後1980年3月 までに, 富山県福光

町にさらに1観 測点が増設され, また名古屋大学高山地震観測所との間の リアル ・タイムによ

るデータ交換によつて高山, 焼岳, 高根3観 測点のデータを加え, 現在では合計7観 測点の観

測が行われている. このような観測網の充実によつて, この地域の微小地震の検知能力と震源

決定精度は飛躍的に向上し, この結果跡津川断層周辺のみならず, 富山平野の一部を含み飛騨

地方北部一帯にわたる地震活動の状況を把握できるようになつた. 

この論文では, 上宝地殻変動観測所のテ レメータ観測が開始 されて以来1982年6月 迄の約

5年 間の観測データにもとついて, 飛騨地方北部一帯の地震活動のほか, 主として各地域に起

つた主な地震のメカニズム, 及びこの地方に分布する主要な活断層や飛騨山脈との関連などテ

クトニクスについて考察することとする. 

§2. 地 震 活 動

Fig. 1は1977年5月 より1982年6月 までの間に決定出来たM≧0.5の 地震約5,800個

の震央分布を示す. 震源決牢に際 して基礎 とした地殻構造及び震源決定の方法は前報[和 田 ・

他(1979)]と 同様であるが, 1980年3月 までは3観 測点のデータにより, それ以降は最 も多

い場合7観 測点のデータによつた. 震源決定精度は, P波 到着時の観測精度 と計算上の走時平

均残差等を考慮すると, 観測網の中心か ら半径25km程 度以内では水平方向で ±1.0km以 内, 

深 さ方向で ±2km以 内, 半径50km以 内ではそれぞれ ±1.5km以 内, ±3km程 度 と見

積られる. Fig. 1の 震央を表わす円の大 きさは, 地震のマグニチュー ド別を示 し, 大 きさの

順にM≧4.0, 3.0≦M<4.0, 2.0≦M<3.0, 1.0≦M<2.0, M<1.0の5段 階に分けた. こ

のマグニチュー ドは上宝観測点で観測された地震波のF-P時 間より決定 したものである. 

Fig.1か ら明らかな地震活動の特徴は次の通 りである. 

(1)跡津川断層沿い(I)の 地震活動は時間的にはほぼ定常的でかな り活発である. この活

動は空間的には一様ではなぐ, 断層東部の黒部湖北方-立山-有 峰湖西端 と, 西部 の菅沼一天生

峠の間で活発で, 中央部の有峰湖一菅沼間で低いことが前回の結果よりさらに明瞭 となつ て来

た. この活動度の違いが何に原因するかは興味のあるところであるが, この問題は1858年 安

政飛騨地震の発生機構に関連 して, 別に詳 しく議論 されている[三 雲 ・和田(1983); MIKUMO

et al. (1985)]の でここでは触れない. 断層東端の活動は(3)に述べる飛騨山脈下の地震活動に

連なり境界が必ず しも明瞭ではない. 一方, 活動の西端は天生峠を越え白山東方まで達 してい

ると見ることも出来る. この断層沿いに発生する地震の深さは16kmよ り浅い. 

(2)跡 津川断層北側にほぼ平行する牛首 ・亀谷断層周辺(I)で は, 前者の場合のように断



飛騨地方北部の地震活動, 地震 メカニズム及びテク トニクス 27

層全体に袷 う活動は見られないが, 西端部の北側ではかなり活発な活動がある. この牛首断層

西部から跡津川断層東部の問を斜めに走る茂住(祐 延)断 層に沿つても活動が見 られ. 有峰湖

北側の活動は跡津川断層沿い とい うようよりも, この茂住断層東部に関係 しているようにも見

える.

(3)Fig. 1に 見られるように, 飛騨山脈直下には北か ら南へ伸 び る比較的活発な地震活動

がある(II). 特に剣岳, 立山, 鳥帽子岳, 槍ケ岳付近ではM=3～4程 度の地震を含む群発

Fig. 1. Seismicity in the northern Hida region during the five years' period between
May, 1977 and July, 1982 (KAMITAKARA GEOPHYSICAL OBSERVATORY, 1983).
Epicenters are denoted by five different sizes according to their magnitudes;
M>4.0, 3.0<M<4.0, 2.0<M<3.0, 1.0<M<2.0, and M<1.0. Squares in-
dicate the location of seismograph stations. Thin lines indicate major active
faults in this region.

DISTRIOOUTION OF EPICENTERS 1977.5 1962.6 TOTAL=5864
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活動が1978年 以来繰返 し問けつ的に発生 していることが注 目される. この南側の乗鞍岳南方

ではかなり広範囲にわたつて定常的活動が見 られる. さらに南の御岳山東南方(III)では, 1976

年以来群発地震活動が始まつたが, 1978年5月 以後活発化し, 1979年10月28日 め御岳山

の噴火以後もなお活動が継続 している1). 飛騨山脈中には御岳山のほか, 乗鞍岳, 焼岳, 鷲羽

岳, 立山などの火山を含むため, 上記の地震活動が火成活動にも関係するものか, あるいは構

造性のものか興味が持たれる. 震源の深さの下限は跡津川断層付近の地震 よりかなり浅 ぐ, 鳥

帽子岳より南方では約8km, これより北方立山付近までは約12km程 度である.

㈲ 高山東方から飛騨小坂を経て萩原付近まで南へ伸びる地域(IV)で も地震活動は高ぐ, 

M=4～5の この地方としては比較的大きい地震がかなり頻繁に発生している. この活動はこ

の地域に多数分布ずる阿寺断層に共役な小断層に関係 したものと思われる. 阿寺断層北部では

こぐ稀に活動があるが, 一般的にはこの断層に沿 う活動 は 以前 か ら著 し ぐ低 い[伊 神 ・他

(1972)]. この断層の西側 で は1969年 岐阜県中部地震(M=6.6)の 余震 が畑佐断層[恒 石

(1976)]に 沿つて引続いて発生 しており, これ よりさらに西側の美濃白鳥付近(VI)で もかな

りの地震活動が見 られる.

(5)富 山平野の西部(V)で もある程度の地震活動があ り, この地域の高清水, 法林寺, 石

動などの活断層[藤 井 ・竹村(1979)]の 周辺に発生 しているように見える. また御母衣断層北

部周辺にもある程度の活動があるが, この断層に関係するものかどうかは今のところよぐ分 ら

ない.

(6)跡 津川断層 と飛騨山脈および高山東方の活動で囲まれる三角地帯では, 地震活動は著し

Fig. 2. Distribution of epicenters of local earthquakes with magnitudes greater than

3.0. High seismicity regions are marked by Regions I-VI, where focal

mechanisms are discussed.

DISTRIBUTION of EPICENTERS RMITRKRRR 02.5-82.6 TOTRI=355 M>3

1)こ の原稿執筆中の1984年9月14日 にM=6.8及 び翌15日 にはM=6.2の これまでの最大規

模の地震が発生し, 活発な余震活動が続いている.
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Table 1. Locations and focal mechanism solutions of the earthquakes determined in

this study.
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ぐ低い. また富山平野中部 も低活動域である.

§3. 地震のメカニズム

次に上に述べた飛騨地方北部の地震活動がどのような地殻応力によつて発生 しているかを明

らかにし, この地方のテクトニクスを議論する. Fig. 1の うち比較的大 きい地震(M≧3)を

選び地震活動の分布を考慮 して, これをFig. 2の ようにI～VIの6地 域に分け, 各地域毎に

これらの地震の発生メカニズムを求めた. ここで用いたデータはこの地域の各大学微小地震観

Table 1. Continued

(I)-(VI): Six regions mentioned in the text; Hypocenter locations are given by the Cartesian 
coordinate with an origin point at 0=3600N and A=13700E; M indicates local magnitude 
estimated from S-P time at the the Kamitakara Geophysical Observatory; Focal mechanism 
solutions are given by Dd (dip direction) and Da (dip angle) for two nodal planes A and B, and 
by S (strike) and P (plunge) for the P- and T-axes; NS is the number of observations used 
for the focal mechanism solutions.
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測網で観測 されたP波 初動であつて,

メカニズム決定の方法は先の場合[和

田 ・他(1979)]と 同様 である. この

ようにしてメカニズムを決定出来た地

震は総数66個 に上るが, これ らのパ

ラメタをTable1に 示 した. NSは

各地震のメカニズムの決定に用いた観

測データ個数である. Fig. 3は この

うち各地域の地震の代表的なメカニズ

ム ・ダイヤグラム(ウ ルフ・ネ ット下

半球投影)を 示す. これらの場合, 観

測データはいずれ も30点 を超え, 2

つの節面の決定精度は非常に良いこと

が明らかである. また各地域毎の地震

の位置 とメカニズムはFig. 4～9に 示

される. 

(I)跡 津川, 牛首, 茂住の各活断

層に沿つて発生 した14個 の地震の う

ち, 12個 の地震はstrike-slip型 のメ

カニズムを示 し, 断層東部 と西部で顕

著な差は見られなない. ENE-WSW

方向に近い一方の節面の走向はいずれ

もその場所の断層の走向にほぼ一致 し

ている(Fig. 4). (ただ1978年8月

の地震については一致の度合は良くな

いが, この決定の精度には多少問題が

ある). この方向の節面をこれ らの地

震の断層面と考えられぼ, この面に沿

うス リップ方向は右横ずれを示し, 地

質学的 に推定 される断層 の運動方向

[松 田(1966)]と 調和 的であ る[三 雲 ・和

田(1983)]. このことはこれらの地震が, 長期間の断層運動を生 じさせたのと同 じ応力の下で, 

上の断層面に沿つて起つた小破壊であることを示唆している. 跡津川断層西方延長上の白山付

近に起つた地震 もほぼ同じ型のメカニズムを示 している. 牛首断層西部に起つた1個 の地震の

みは例外的に北西側隆起の高角逆断層型である. 考えられる理由の1つ は, この断層西端が共

役な御母衣断層で遮 られ, 後者の左横ずれ運動(東 側でNNW方 向)に よる圧縮力の影響を

受けているためか も知れない.

(II)飛 騨山脈下の剣岳南方より立山, 槍ケ岳を経て乗鞍岳南方に発生した14個 の比較的

浅い地震のメカニズムをFig.5に 示す(こ れ らの うち1979年 の7個 地震はFUKAO and YA-

Fig. 3. Examples of the focal mechanism solu-
tions for earthquakes that occurred in
Region I-V, which are projected onto the
lower hemisphere of the Wulff net.

I JUNE 17 1981 M=3.6
II OOT.8 1979 M4.0

III JUNE 281979 M4.8 IV SEP, 16 1980 M5.0

V FE8. 221976 M=4.2
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MAOKA(1983)が 対象としたものと同〒じ地震である). この うち1981年5月 の焼岳付近の1つ

の逆断層型地震を除いては, 大部分がstrike-slip型 のメカニズムを持つが, ある程度の正断

層成分を含むものも認められる. strike-slip型 の地震の一方の節面は山脈軸の方向に比較的近

い. しか しこの山脈に沿つては明瞭な活断層は現在のところ認められていない. 一方, 上のメ

カニズムか ら推定 される最大圧縮力の方向はほぼESE-WNWの 方向である. したがつてこ

れらの飛騨山脈下の浅い地震は第一義 的には, この方向にご働 ぐ最大圧縮によつて山脈下にエシ

ュロン状の小断層を作つたために発生したと考えるのが自然と思われる. しかし前にも述べた

ように, 飛騨山脈中にはい ぐつかの火山が含まれるので, 火成活動によつて何 らかの影響を受

けている可能性も否定出来ない. これに関しては後でさらに議論する.

(III) 飛騨山脈南端の御岳山南方の12個 の地震のメカニズムをFig.6に 示す. この地域

の地震のメカニズムはすでに堀 ・他(1982)が 詳 しく議論 しているが, 今回の調査でもその北

方の飛騨山脈下の地震の場合のような規則性は見られず, strike-slip型 と逆断層型とが混在し

てお り, この傾向は堀らの結果と大体一致する(こ のうち2個 の地震のみが堀 らのFig.10に

含まれるものと同じ地震である). これらの地震 に対する最大圧縮力の方向は(II)の 場合の

ESE-WNWよ りややE-W方 向 に近 ぐ, 特に逆断層型地震にその傾向が見られる. このよ

うに両方の型のメカニズムが混在することは, この地域の構造特にその破砕度が複雑で, 種々

の方向と傾斜を持つ既存の小断層が多 く存在する可能性が考えられる2).

Fig. 4. Schematic representation for the focal mechanisms of earthquakes that occurred along

and around the Atotsugawa fault in Region I.

2) 1984年9月14日 にご発 生 したM=6.8の 地 震 の メ カ ニ ズ ム[気 象 庁(1984); 名 古 屋 大 学(1984)]

はstrike-slip型 で 節 面 の方 向 は1980年1月 の それ に近 い.
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(IV)Fig. 7は 高山東方から飛騨萩原付近へ至る地域に起つた17個 の地震のメカニズムを

示 したものである. 図か ら明らかなように, これらの地震はすべてstrike-slip型 のメカニズ

ムを示 している. この地域にはA級 の活断層であ る阿寺断層 [SUGIMURA and MATSUDA

(1965)]がNWN-SES方 向に走つているが, この断層上に発生したと思われる地震はこの図

中にはない. 阿寺断層の西方の1個 の地震(1978年8月)は, 1969年 岐阜県中部地震の余震

と考えられるが, このメカニズムは本震の場合[MIKUMO(1973)]と ほとんど同じである. こ

れらのほとんどの地震の一方の節面は阿寺断層に共役なC級 の小活断層に大体平行 しているの

で, これらの断層上に発生したものと思われる. 最近の比較的大 きい地震(1983年10月6日,

M=5.0)は 阿 寺断層西北端のやや東側に発生 したものである. これ らの地震を発生させた 最

大圧縮力の方向は大体ESE-WNW方 向であつて, (II), (III)の地域のそれと大体同 じであ

る.

(v)1969年9.9地 震 よりさらに西側の美濃白鳥付近に起つた3個 の比較的大きい地震は

いずれも類似したstrike-slip型 メカメズムを示 している(Fig.8). 最大主圧力の方向はこれ

Fig. 5. Schematic representation for the focal mechanisms of earthquakes that oc-

curred in the northern Hida mountain range in Region II.



34 三雲 健 ・小泉 誠 ・和田博夫

までの(I)～(IV)地 域よりややENE～WSW方 向に偏つているように見える. しか しこれ

だけの結果か らこの地域の応力方向を論ずるのは適当ではなかろう. この北方, 大 日岳付近の

鳩ケ湯 ・小池断層に発生 した1961年 北美濃地震(M=7.0)は 逆断層成分を含む右横ずれ型メ

カニズムを持ち[KAWASAKI(1975)], P軸 はほぼE-W方 向であつた.

(VI)牛 首断層より北西側に起つた地震については, Fig. 9に 示したように, メカニズム

は 一様ではない. 御母衣断層北西側の2個 の地震は他地域 と同じ通常のstrike-slip型, 牛首

断層と御母衣断層に囲まれた地域の4個 は逆断層型, 富山平野南西部の2個 は正断層型のメカ

ニズムを示す. 牛首 ・御母衣両断層に境される地域は, 前者の右ずれによるENE方 向の運動

と, 後者の右ずれによるNWN方 向の運動による圧縮の影響を受けていると思われ, これが

逆断層を生じさせる原因と考え られる. 富山平野西部には正断層成分を含む小さい活断層が多

ぐ分布してお り[藤 井 ・竹村(1979)], この地域の地震のメカニズムはこれ らの運動に関係 し

たものかも知れない. 最初の2個 を除きP軸 方向は一定 しない.

Fig. 6. Schematic representation for the focal mechanisms of earthquakes that

occurred southeast of Mt. Ontake in the southern Hida mountain range in

Region III.
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§4. 飛 騨 地方北部のテ ク トニクス

以上に述べた各地域 のM≧3の 地震 の メカニズムか ら推定 されるP軸 の水平成分 の方向を

Fig. 10に ま とめて示 した. これか ら明 らかな よ うに, これらが この地域 に働 ぐ地殻応 力の方向

を示 す もの とすれぼ, 最 大圧縮応力 の方向は大局的 に見 てESE-WNWな い しはE-W方 向 に

あ るといえ るであろ う. さ らに現在問題 としてい る地域 のやや南方に過去に発生 したMI文6～

7程 度 の大 きい 地震, す なわ ち1934年 郡 上八幡地震(λ=137°.0E, 9=35°.7N, M=6.2,

[ICHIKAWA (1971)]), 1961年 北美 濃地 震(λ=1360.8E, 9=360.0N, M=7.0, [KAWASAKI

(1975)]), 1969年 岐 阜県 中部地震(λ=1370.1E, 8=35.8N, M=6.6, [ICHIKAWA(1971);

MIKUMO (1973)]), 1972年 福井 ・岐阜 県境地 震(λ=136.8E, 8=35.9N, M=6.0, [山

田 ・藤井(1973)])な どお よび1984年9月 長野県西部地震(λ=137.56E, 9=35.82N,

M=6.8)2)の メ カニズムか ら推 定 されるP軸 方 向 もほぼ 同 じ方向 にあ る. これ らの事 実は,

Fig. 7. Schematic representation for the focal mechanisms of earthquakes that oc-

curred near Takayama and northeast of the Atera fault in Region IV.
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この地域全体が現在この方向に働 く圧

縮力を受けていることを意味する. し

かし先に見たように, 地震メカニズム

か ら求めたP軸 の方向は局地的に見れ

ぼ, 飛騨山脈南端の御岳山付近や美濃

白鳥付近, 郡上八幡付近など飛騨地方

の南部ではやや平均的方向か らずれる.

この理由として考えられるのは, 最大

圧縮力に対 して破壊面が450の 方向に

は形成 されず, この地域の地殻中の既

存の断層面に沿つて破壊が起 り, ある

いは破壊面の内部摩擦応力が大きいた

めP軸 方向が上の方向とはある角度を

持つ可能性があることである. 一方, 

1933年 能登半島の地震(λ=137.0E,

ψ=3701N, M=6.0)の メカニズム

か ら求められるP軸 はほぼSE-NW

方向にあ り, 一般的なESE-WNW方

向よりやや南東方向にずれるが大 きぐ

Fig. 8. Schematic representation for the focal mechanisms of earthquakes that occurred

in a region southeast of the Toyama plain and around the northern part of the

Miboro fault in Region V.

Fig. 9. Schematic representation for the focal

mechanisms of earthquakes that occurred

in Region VI.
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は違わない. これに対 してこの中間にある富山平野西南部か ら牛首 ・御母衣両断層に囲まれた

地域の応力がかな り異なることは, 局地的な乱れと思われ, この理由や この地域のテクトニク

スについてはさらに今後の検討が必要であろう.

一方, 飛騨地方北部には先に述べた跡津川断層, 牛首断層, 茂住断層以外にも, これらに平

行な多数の中 ・小活断層が分布する. さらにこの方向の断層とほぼ直交 し, 共役の関係にある

阿寺断層や御母衣断層も存在する. これ らの共役な第4紀 の活断層が多数存在することは, こ

の地域がほぼ2Ma以 来共通な圧縮力の強い影響下にあつたことを示唆する[HUZUTA(1980)].

この最大圧縮の方向は地震のメカニズムか ら推定 される方向とほぼ一致 し, また内陸部の単成

火山の配列方向から推定 される最大圧縮力の方向 とも調和的である[安 藤(1979)]. さらにま

た この応力の方向は, 現在の三角測量か ら求められた 日本列島の平均的水平最大主ひずみの方

向[中根(1973)]と も大体一致するように見える. 以上の種々のデータから推定される最大主

圧力の方向は, いずれもESE-WNW方 向である. 一方, MINSTER and JORDAN(1978)の

RM2モ デルか ら求め られる太平洋プレー トのユーラシァ ・プレー トに対する相対運動の方向

は日本海溝上35.00N, 142.0Eの 地点でN70.70Wと 見積られ, 上の方向に近い. このこと

は, この地方が第4紀 以来現在に至るまで太平洋プレー トの運動による圧縮力を強 ぐ受けてい

ることを示唆する.

最近, 東北日本弧が北米プレー トに付加 したマイクロ・プレー トであ り, この北米プレート

とユーラシア ・プレー トの境界が 日本海東縁部〒フォッサマグナー駿河湾に存在するとの説が提

Fig. 10. Pattern of the maximum compressional stress (P-axis) derived from the focal
mechanism solutions.
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出されている[小 林(1983); 小林 ・中村(1983); 中村(1983)]. この説は日本海東縁部での

逆断層型地震の発生や, 活摺曲 ・活断層の存在を主な根拠とするものであり, 日本海側のユー

ラシア ・プレー トが東北 日本弧の下へ沈み込み始めていることを主張する. 一方, この考え方

でフォッサ ・マグナ(糸 魚川-静 岡構造線)の 西側にある飛騨 ・木曽 ・赤石山脈などの第4紀

の間の急速な隆起を説明するためには, 逆に東側か ら西側ヘマイクロ・プレー トである東北 日

本弧が沈み込み, あるいは衝突していることが必要であ り, 沈み込み方向の転換点が糸魚川付

近に存在 しなけれぼならない. この場合, 内陸部での収束型または衝突型境界 となるフォッサ

・マグナ付近では, 断層面が西側へ傾斜する逆断層型地震が多 く発生 しなけれぼならないこと

になる. 事実, この構造線付近では1918年 大町地震(M=6.5), 1941年 長野県中部(M=

6.2), 1943年 長野県北部(M=6.1)な どの比較的大きい地震が発生 している. このうち大町

地震は, このような逆断層型地震の1つ と考えられる[活 断層研究会(1980)]が, 後者の2個

の地震は横ずれ断層型である[ICHIKAWA(1971)]. また飛騨山脈東方か らこの構造線の間の

地域に発生 した小地震 はいずれも横ずれ型 メカニズムを示している[FUKIAO and YAMAOKA

(1983)]. 一方, 飛騨山脈の1m/1,000年 にも達する第4紀 中の急激な隆起は別の観点か らも

説明出来よう. この地域で行われた重力測定の結果[KONO et al. (1982); YAMAMOTO et al.

(1982)]は 立山一乗鞍岳にかけての飛騨山脈中軸部で-80mgal程 度の負のBouguer異 常が

存在することを示している. 飛騨山脈の平均標高を2,500mと すると, もしここでアイソスタ

シーが成立しているならぼ, この地域のBouguer異 常は-280mgalに も達する筈であ り,

観測量より200mgal程 度小さい. したがつて, 外部か ら何も力が加え られない状態ならぼ,

飛騨山脈は沈降 し, これによつて水平方向には山脈中心へ向 う張力を生 じている筈である. し

か し実際には山脈は著 しい隆起傾向にあ り, これを説明するためには地殻下部か ら何 らかの上

向きの力が働 くか, もしくは山脈の沈降を支え逆に隆起させる水平方向の圧縮力, あるいはこ

の両者が働いていることが必要である. FUKAO and YAMAOKA(1983)は 後者の場合, 水平

圧縮力が少なくとも300bars以 上の大きさが必要であることを示 し, この圧縮力はプレー ト

運動に起因する日本列島全体に働 ぐ力によるものと考えている. 

この考え方は, 先の東北日本弧のフォッサマグナでの西側への衝突ないし沈み込みを必ずし

も否定することにはならない. このような衝突あるいは沈み込みがもしあつたとしてもその境

界以西の地域には同様に水平圧縮力が働 ぐことが予想されるか らである. もしユーラシア ・北

米両プ レー トの相対運動が現実にあるとすると, MINISTER and JORDAN(1978)のRM2モ

デルから期待 されるフォッサマグナ中部付近(35.05N, 138.5E)で のこの相対運動の方向は

N95.04Wと 見積られ, 境界西側に働 く水平圧縮力の方向もこれに近いことが予想される. し

か しすでに述べたように, 飛騨山脈の西側地域, 飛騨山脈中, および山脈の東側地域に発生す

る地震のメカニズムから求めた最大水平圧縮力の方向は, 局地的な乱れを除いてはほぼ一様に

ESE-WNW方 向であ り, その間に著 しい不連続は認められない. また跡津川 ・阿寺断層など

の飛騨断層系を生ぜしめた圧縮力もこの方向に近 ぐ, N950Wよ りはむしろ太平洋 プレー トの

ユーラシア ・プレー トに対する運動方向N700Wに 近い. もしこの差を有意と考えれば, たと

えフォッサマグナで北米 ・ユーラシア両プレー ト間の衝突あるいは収束運動があつたとしても

その影響は比較的小さく, 飛騨地方は太平洋 プレー トの運動による影響をより強 く受け, この

圧縮力がこの地域の活断層に地震を発生 させている主たる原動力と考えた方が良いように思わ
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れる.

§5. む す び

この論文では1977年5月 から1982年6月 の約5年 間に京都大学防災研究所上宝地殻変動観

測所で得 られた地震観測データにもとついて, 飛騨地方北部の地震活動 と, 主要な地震(M≧3)

66個 のメカニズムを調べ, これをもとにこの地方のテクトニクスを考察 した. 主な結果は次の

通 りである.

(1)この地方の地震活動は, 跡津川断層沿いおよび周辺の牛首断層西部と茂住断層沿い, 飛

騨山脈直下(剣 岳一御岳山南方), 高山東方一飛騨萩原付近, 富山平野南西部などで活発であり, 

この傾向は前回の報告 よりさらに顕著 となつた. 

(2)跡 津川断層周辺の地震は大部分が右横ずれ断層型のメカニズムを示し, 地形学的に推定

されるこの断層の右横ずれ運動 と一致する. 飛騨山脈下(剣 岳一乗鞍岳南方)の 地震はほとん

どが横ずれ型であるが正断層成分を含むものもある. 御岳山南方の地震は横ずれ型と逆断層型

が混在 し, この地域の構造の複雑性を示唆する. 高山東方一阿寺断層周辺 の地震はいずれも横

或れ断層型であ り, この地域の小活断層に関係すると思われる. 牛首断層 と御母衣断層北部で

囲まれる部分(富 山平野南西部を含む)の 地震のメカニズムは横ずれ型, 正断層型, 逆断層型

が混在する.

(3)こ れ らのメカニズムか ら求められる最大圧縮応力の方向(P軸 方向)は 一部の局地的乱

れを除けぼ, 平均的にはほぼESE-WNW方 向にあ り, 共役活断層, 単成火山の配列方向, 

測地測量などか ら推定 される方向と大体一致 し, 太平洋 プレー トの運動による影響を強 ぐ受け

ているものと考えられる. 
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